
第 10回長野東スーパーフレックス新校再編実施計画懇話会 

 

 日時：令和７年５月 14日（水） 

18時～19時 30分 

会場：長野県庁西庁舎 111号会議室 

 

次 第 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 会議事項 

(1) 第９回長野東スーパーフレックス新校再編実施計画懇話会まとめ 

(2) 全国高等学校体育連盟への県からの意見・要望について 

(3) 再編実施基本計画に係る課題について 

① 再編に係る概要及び経過の確認 

② 設置課程について 

・先進県視察に係る報告 

・校長会定時制・通信制部会より 

(4) 質疑応答および意見交換 

 

４ その他 

    

 

５ 閉 会 

 



新校再編実施計画懇話会開催要綱 

 

（目的） 

第１ 県教育委員会が、統合新校ごとの再編実施計画を策定するにあたり、再編対象校

に加えて、対象校が所在する地域の意見を聴くため、「新校再編実施計画懇話会」（以

下、「懇話会」という。）を開催する。 

  なお、懇話会は、地方自治法第 138条の４第３項の規定に基づき、法律又は条例に

より設置された附属機関ではないものとする。 

 

（会議事項） 

第２ 懇話会は、次の事項について意見交換を行う。 

（１）学校像、教育方針等に関すること 

（２）校地・施設・設備等に関すること 

（３）管理運営等に関すること 

（４）教育内容等に関すること 

（５）その他、県教育委員会が必要と認める事項に関すること 

 

（構成員） 

第３ 懇話会の構成員は、統合対象校の学校関係者（校長、教職員等）、地域の代表（自

治体関係者、産業界の代表等）、同窓会、ＰＴＡ、生徒の代表等とし、必要に応じ、

県教育委員会が依頼する。 

２ 会議に座長を置く。 

 

（開催期間） 

第４ 会議は統合新校が開校するまでの間、開催するものとする。 

 

 附 則 

 この要綱は、令和２年 10月 26日から施行する。 

 

 

 



（敬称略）

区分 氏名 所属等 役職等

1 西澤　雅樹 長野市 副市長

2 丸山　陽一 長野市教育委員会 教育長

3 産業界 塚田　まゆり 長野商工会議所　 副会頭

4 ◎茅野　理恵 信州大学学術研究院教育学系心理支援教育グループ 准教授

5 小林　勝彦 長野県専修学校各種学校連合会 理事長

6 坪井　俊文 長野地域振興局 局長

7 堀江　三定 長野市スポーツ協会 理事長

8 伊藤　羊子 一般財団法人長野県文化振興事業団　芸術文化推進室 室長

9 戸井田　由奈 特定非営利活動法人長野県ＮＰＯセンター コーディネーター

10 西澤　敏 長野東高等学校同窓会 会長

15 片野　良之 長野東高等学校ＰＴＡ 会長

16 〇石坂　晶子 長野市ＰＴＡ連合会（小学校） 副会長

17 〇若麻績英亮 長野市ＰＴＡ連合会（中学校） 副会長

18 〇宮本由希子 長野市小学校長会（長水地区小学校長会） 会長

19 〇小林　克浩 長野市中学校長会（長水地区中学校長会） 会長

20 〇丸山勝深巳 長野養護学校　 校長

21 中島　秀明 県立高等学校長会定通部会長　（松本筑摩高等学校校長） 会長

22 林　皓多 生徒会長

23 宮尾　悟良 校長

24 柳澤　秀樹 教諭

25 德武　誠也 生徒会長

26 田中くるみ 副会長

27 内藤　信一 校長

28 丸山　淳一 教諭

29 阿部翔之助 生徒代表

30 廣田　昌彦 校長

31 山本　俊介 教諭

32 田辺　葵 生徒会長

33 田中百合菜 生徒会副会長

34 〇加藤　泰久 校長

35 寺嶋　龍也 教諭

36 亀山虎太郎 生徒代表

37 〇三輪　元子 校長

38 古澤　広人 教諭

【事務局】

（教頭）宮下　由夫　（教諭）丸山　淳一

（教頭）小出　一也　（教諭）山本　俊介

（教頭）島崎　　　剛  （教諭）寺嶋　龍也

（教頭）宮坂　洋子　（教諭）傳田　伊史　（教諭）古澤　広人

氏名 所属等 役職等

〇柳沢　勝美 高校教育課 高校再編推進室 主幹指導主事

〇細萱　裕樹 高校教育課 高校再編推進室 主任指導主事

〇土橋　邦彦 高校教育課 高校再編推進室 主任指導主事

〇米澤　和真 高校教育課 高校再編推進室 主事

〇小木曽一希 学びの改革支援課　高校教育指導係 指導主事

長野西高等学校　通信制

県教育委員会
事務局

再編対象校

学校名

長野東高校

長野吉田高等学校戸隠分校　

長野高等学校　定時制

〇新事務局員

(教頭）〇山本　丈治　 （教諭）柳澤　秀樹　　栗原　聡　　染谷　翔太　　　　

長野東高等学校

長野吉田高等学校戸隠分校　

塚田　篤雄 長野商業高等学校定時制振興会 会長

ＰＴＡ

長野商業高等学校　定時制

小中学校等
関係者

長野高等学校定時制

長野西高等学校通信制

長野商業高等学校定時制

氏名（役職等）

14 岡　正子 長野西高等学校通信制振興会

長野東スーパーフレックス新校再編実施計画懇話会 構成員名簿

自治体

学識経験者

地域

同窓会
振興会

11 和田　安雄 長野吉田高等学校戸隠分校同窓会 会長

12 鷲澤　幸一 長野高等学校定時制振興会

※◎座長　〇新構成員

会長

会長

13



第９回長野東スーパーフレックス新校再編実施計画懇話会まとめ（案） 

日 時 令和７年１月 21日（火）18時～19時 30分 

場 所 長野県庁西庁舎 111号会議室 

出 席 

（敬称略） 

西澤雅樹、丸山陽一、塚田まゆり、茅野理恵、小林勝彦、坪井俊文、伊藤羊子、戸井田由奈 
西澤敏、和田安雄、岡正子、江口康人、中島秀明、林晧太、宮尾悟良、柳澤秀樹、徳武誠也 
田中くるみ、内藤信一、丸山淳一、阿部翔之助、廣田昌彦、山本俊介、田辺葵、田中百合菜 
有賀浩、寺嶋龍也、小金典子、古澤広人（以上 29名） 

欠 席 

（敬称略） 

堀江三定、鷲澤幸一、塚田篤雄、片野良之、小林優、小池勲、佐藤裕美
藤澤里美、亀山虎太郎（以上９名） 

傍 聴 ２名 

事務局 長野東高校 峯村教頭（事務局長）、柳澤教諭、安尾教諭、栗原教諭、横打教諭 
長野吉田高校戸隠分校 宮下教頭（副事務局長）、丸山教諭 
長野高校定時制 小出教頭、山本教諭、北島教諭 
長野商業高校定時制 島崎教頭、寺嶋教諭 

長野西高校通信制 宮坂教頭、傳田教諭、古澤教諭 

当日資料 次第、構成員名簿、第８回懇話会まとめ、再編実施基本計画（案）検討資料、学びのイメージ（案） 
補足資料 

 
会議事項 

（１）第８回長野東スーパーフレックス新校再編実施計画懇話会まとめ  
（２）長野東スーパーフレックス新校再編実施基本計画（案）について 
   ・学びのイメージ（修正案）について 
   ・設置課程等 
（３）意見交換 

 
主な意見及び発言等（要旨）  →県教委  ◎座長のまとめ 

会議事項について 

（１）第８回長野東スーパーフレックス新校再編実施計画懇話会まとめ  

   事務局（県教委）から説明、質問、意見なし。 

 

（２）長野東スーパーフレックス新校再編実施基本計画（案）について 

   ア 学びのイメージ（修正案）について 

   【質疑】 

   ・ポンチ絵の図のなかに、赤い線で囲んだ部分があるが意図は何か。 

    →黄色の背景で記載した「柔軟な学びの仕組みを活かした多彩な単位認定」を赤い線で囲んだ部分に示し

た取組で実現したいという意図である。 

   ◎前回の懇話会でご意見があった「ウェルビーイング」については、イメージ案の土台となるものであり、 

あえて、学びのイメージのどこかにこの言葉を用いることはしない。 

   イ 設置課程に関する資料説明について 

【質疑】  

   ・長野県の多部制単位制高校において、三修制を行っている学校が他県に比べて多い傾向があると説明があ

ったが、その背景として考えられることは何か。 

    →全日制から多部制単位制へ転換したが、全日制の形がそのまま残り、３年で卒業を希望するニーズが高 

いことが背景として考えられる。 

・説明があった宮城県で開校予定の「多様なニーズに対応した新たなタイプの高校」については、全日制で 

あっても三修でなくてもよいという意味が込められているのか。 

→全日制なのであくまでも三修制である。３年間、３から６時間目のみの登校では、卒業単位の 74単位に 

は足りないので、３年間のなかで１・２時間目や７・８時間目に登校して授業を受け単位を取る、通信 

制で単位を取る、ボランティア活動等を単位にするなどして 74単位以上修得し、３年間で卒業すること 

を想定している学校とのことである。 

・全日制高校は他にもたくさんあり少子化も進んでいる。この状況の中で、新校に全日制を置くことにより 

どのようなメリットが考えられるのか。 

→視察した愛知県立御津あおば高校学校長の言葉ではあるが、３課程を置くことによって多様なニーズに

応えることができる可能性が広がるといえるのではないか。 

   ウ 設置課程に関する意見 

・３課程の併置がよいのではないか。長野東高校には全国的に有名になった女子駅伝部がある。新校になっ

てもその活動が継続できることは大事である。 

 



・全日制を設置して説明のあったコアタイムのように行うかどうかは別として、宮城県が想定している「新

たなタイプの高校」の例に定時制を加えてもよいのではないか。 

・３課程の併置がよいと思う。そのなかで、定時制の良さを活かすことは必要である。少人数での学級、様々 

な過ごし方や学び方ができる全日制併置とするのがよいと思う。 

・宮城県の「定時制と通信制の機能を併せ持つこれまでにない全日制高校」の例のように、自由に授業を取 

ることができるという観点であれば、いろいろ工夫すればよいし既存の制度のなかでもいろいろ考える必 

要がある。 

・考え方として単位制というのは、そもそも融通性を利かせられるものである。全日制を置いても単位制で

あるならば、融通性を利かせることができる。 

・３課程を置くことが多様性に応える可能性があると回答された。これは、まさに今、作り上げようとして

いる長野東スーパーフレックス新校の方針に沿うものだと思う。 

・全日制では、いろんな人と交流することで豊かな人間関係が築けるので入れたほうがよいと思う。 

・他にも全日制の学校はあるのだから、多部制や通信制と併置される全日制にはどんなメリットがあるか、 

よく考えなければならない。 

・少子化が進んでいく中で、全日制はいくつもある。そのなかで全日制を置くとすれば、何学級になるのか 

など具体的なことを考えて検討していくことが非常に大事である。 

【座長まとめ】 

◎多部制単位制と通信制の併置がよいか３課程併置がよいかを議論したが、構成員それぞれがイメージする全日

制に違いがあるなかでの議論になっている。また、子どもたちにとってどのような通いやすい学校になるのが

よいか、想像している子どもたちの姿も違うイメージの中での議論になっている。次回懇話会でも継続して意

見交換できるよう事務局に持ち帰って検討をしてほしい。 

 

その他 

【次回】 
日時：令和７年５月 14日(水)18時から 19時 30分 
会場：長野県庁西庁舎 111号会議室 
内容：長野東スーパーフレックス新校再編実施基本計画について  

 



(３)再編に係る概要及び経過の確認
①概要及び経過の確認





(３)再編に係る概要及び経過の確認
②設置課程について
・先進県視察に係る報告


























